
識
経
験
者
を
有
す
る
者
の
意
見
や

長
等
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
な

っ

れ
た

「
茨
城
県
河
川
整
備
計
画
検

た
も
の
で
す

。

し
学
識
経
験
者
を
有
す
る
者
の
意

～

三
十
年
以
内
の
ど
の
よ
う
な
整

そ
の
内
容
を
定
め
て
お
り
ま
す

。

※
河
川
整
備
計
画
の
策
定
手
続
き
の

「
河
川
整
備
計
画

」
の
策
定
に
あ

等
が
必
要
と
な

っ
た
こ
と
か
ら

、

る

「
河
川
整
備
計
画

」
を
策
定
し

河
川
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た

っ

全
度

、
流
量
配
分
等

）
及
び
区
間

※
河
川
整
備
計
画
と
は

平
成
九
年
の
河
川
法
改
正
に
伴
い

備
と
保
全

」
「
地
域
の
意
見
を
反

利
水

」
の
整
備
に

「
環
境

」
が
加

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

。

次
回
の
委
員
会
は

、
平
成
二
十
六

す

。

で
あ
り

、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

も

っ
と
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

づ
く
り
に
対
す
る
意
見
を
い
た
だ
き

反
映
し
な
が
ら

、
治
水
効
果
の
早
期

今
回
の
委
員
会
で
は

、
久
慈
川
圏

の
策
定
や
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備
計

ど
三
圏
域
の
事
業
再
評
価
な
ど
に
つ

委
員
か
ら
は

「
人
々
に
川
を
も

っ

(
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日
号

)

河
川
か
わ
ら
版

本
年
度
第
一
回
目
の
茨
城
県
河
川

を

、
十
一
月
二
十
五
日

(

月

)

に
県

【
平
成
二
十
五
年
度

た
第
一
回
茨
城
県
河
川
整
備
計
画
検
討
委
員
会
の
開

今
回
の
か
わ
ら
版
で
は

、
十
一
月
に
開
催
し
ま
し

年
も

、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
今

今
後
も

、
皆
様
か
ら
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
伺
い

を
紹
介
し
ま
す

。

報
告

、
県
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
河
川
愛
護
団
体

催
結
果
と

、
県
政
出
前
講
座
・
土
木
部
出
前
講
座
の

の
で

、
ひ
き
つ
づ
き
河
川
か
わ
ら
版
を
よ
ろ
し
く
お

な
が
ら
編
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す

願
い
い
た
し
ま
す

。

vol.15

第１回河川整備計画検討委員会の状況

や
住
民
の
意
見

、
関
係
市
町
村

っ
て
お
り
ま
す

。
今
回
開
催
さ

検
討
委
員
会

」
は

、
河
川
に
関

意
見
を
聴
く
た
め
に
開
催
さ
れ

整
備
を
行
い
管
理
し
て
い
く
か

、

。の
概
要

あ
た

っ
て
は

、
河
川
に
関
し
学

、
具
体
的
な
整
備
内
容
を
定
め

し
て
い
ま
す

。
計
画
の
内
容
は

、

っ
て

、
河
川
整
備
の
目
標

（
安

間
に
つ
い
て
定
め

、
今
後
二
十

い

、
今
ま
で
の

「
治
水

」
と

「

反
映
し
た
河
川
整
備
の
導
入

」

加
え
ら
れ

、

「
河
川
環
境
の
整

六
年
三
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

の
活
用
や
沿
川
に
あ
る
資
源
を

要
で
あ
る

」
な
ど

、
今
後
の
川

き
ま
し
た

。
こ
れ
ら
の
意
見
を

期
発
現
を
主
体
に
段
階
的
な
整

圏
域
河
川
整
備
計
画

(

素
案

)

計
画
の
変
更

、
那
珂
川
圏
域
な

つ
い
て

、
審
議
致
し
ま
し
た

。

っ
と
意
識
づ
け
る
こ
と
も
必
要

川
整
備
計
画
計
画
検
討
委
員
会

県
庁
で
開
催
し
ま
し
た

。

度
第
一
回
茨
城
県
河
川
整
備
計
画
検
討
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

】

久
慈
川
圏
域
河
川
整
備
計
画(

原
案)

及
び
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川

備
計
画(

変
更
原
案)

の
縦
覧
と
ご
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
縦
覧
と
ご
意
見

集
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間

二
月
十
四
日
～
二
十
八
日

縦
覧
場
所

【
久
慈
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
（
原
案
）
】

○
茨
城
県
土
木
部
河
川
課
・
常
陸
大
宮
・
常
陸
太
田
・
高

各
土木(

工
事)

事
務
所
及
び
大
子
工
務
所

○
日
立
・
常
陸
太
田
・
常
陸
大
宮
・
那
珂
の
各
市
役
所
及

大
子・

東
海
の
各
町
村
役
場

【
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備
計
画
（
変
更
原
案
）
】

○
茨
城
県
土
木
部
河
川
課
・
水
戸
・
土
浦
・
筑
西
・
潮
来

竜
ヶ崎

・
鉾
田
各
土
木(

工
事)

事
務
所

○
土
浦
・
石
岡
・
龍
ケ
崎
・
下
妻
・
笠
間
・
牛
久
・
つ
く

久慈川圏域

霞ヶ浦圏域

】川
整

の
募

高
萩

及
び

来
・

く

圏域分割図



人
に
優
し
い
道
路
計
画
な
ど
に
つ
い
て
説
明

割
や
災
害
な
ど
を

、
五
年
生

(

十
一
名

)

に

小
学
校
の
三
・
四
年
生

(

九
名

)

に
川
の
役

○
十
二
月
三
日

(

火

)

に

、
潮
来
市
立
大
生
原

※
お
申
込
み
に
つ
い
て
は

、
県
H
P

「
県
政
出
前
講
座

」
・

「
土
木
部
出
前
講
座

」

り
ま
し
た

。

な
ど

、
職
員
の
説
明
を
真
剣
に
聴
講
さ
れ
て
お

土
木
部
企
画
室

℡
0
2
9
|
3
0
1
|
4
3
1
6

政
策
審
議
室

℡
0
2
9
|
3
0
1
|
2
0
3
0

土
木
部
企
画
室

（
土
木
部
出
前
講
座

）
ま
で
お
願
い
し
ま
す

。

を
ご
確
認
願
い
ま
す

。
ま
た

、
お
問
い
合
せ
は
政
策
審
議
室

（
県
政
出
前
講
座

）
、

校
の
四
年
生

(

八
十
九
名

)

に
川
の
役
割
や

○
十
二
月
六
日

(

金

)

に

、
石
岡
市
立
南
小
学

話
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

、
メ
モ
を
取
る

両
校
の
み
な
さ
ん
は

、
お
住
ま
い
周
辺
で
の

災
害
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た

し
ま
し
た

。

ま
し
た

。

て

、
真
剣
な
面
持
ち
で

、
受
講
さ
れ
て
お
り

関
係
に
従
事
す
る
方
々
と
言
う
こ
と
も
あ

っ

謝 年 お の れ

「
県
政
出
前
講
座

」
と
は

、
県
が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
施
策
に
つ

い
て

、
職
員
が
地
元
の
集
会
や
職
場
な
ど
に
お
伺
い
し

、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

も
の
で
す

。
ま
た

、
土
木
部
独
自
に

、
土
木
事
業
の
広
報
活
動
と
し
て

、
小
学
生
を

対
象
と
し
た

「
土
木
部
出
前
講
座

」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

。
十
一
月
・
十
二
月
に

河
川
課
の
職
員
が
行

っ
た
出
前
講
座
に
つ
い
て

、
紹
介
致
し
ま
す

。

【
県
政
出
前
講
座
及
び
土
木
部
出
前
講
座

】

て

(
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日
号

)

○
十
一
月
九
日

(

土

)

に

、
秋
山
工
務
店

(

水

め

い
て

、
説
明
致
し
ま
し
た

。
参
加
者
が
建
築

ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
で
の
対
策
な
ど
に
つ

に
お
い
て

、
土
砂
災
害
の
特
徴
や
発
生
状
況

、

戸
市

）
の
青
年
部
技
術
研
修
会

(
十
五
名

)

推 住 決 め し の 市 ど メ お状 に を川 て秋

研修生のみなさんは，真剣な

面持ちで受講されてました。

【秋山工務店】

土木事業について，私たちの

説明でわかったかな？

【潮来市立大生原小学校】

河川整備の必要性について

ちょっと難しかったかな？

【石岡市立南小学校】

【河川かわら版】
発行 茨城県土木部河川課

】

（
土
浦
市

）

団
体
名

【

土

浦

ま

ち

づ

く

り

市

民

会

議

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

。

年
に
茨
城
県
河
川
協
会
長
よ
り
河
川
功
労
者
感

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え

、
平
成
二
十
一

お
り
ま
す

。

の
五
河
川
に
お
い
て

、
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

れ
る
境
川
・
新
川
・
桜
川
・
備
前
川
・
花
室
川

【
河
川
愛
護
団
体
紹
介

】

て

、
紹
介
し
ま
す

。

こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

、
県
内
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
河
川
愛
護
団
体
に
つ
い

巴

川

第

一

水

利

組

合

団
体
名

【

】

（
笠
間
市

）

め

、
組
合
員
が
一
丸
に
な

っ
て
保
全
に
務
め
て

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て

、
毎
年
市
内
を
流

推
進
し
て
い
ま
す

。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
が
力
を
合
わ
せ

決
で
き
る
よ
う

、
住
民
の
交
流
と
融
和
を
深
め

め

、
地
域
の
問
題

、
課
題
を
自
ら
の
立
場
で
解

し
た

。
こ
の
会
は

、
土
浦
市
民
憲
章
実
現
の
た

の
場
と
し
て

、
平
成
十
三
年
度
に
設
立
さ
れ
ま

市
内
各
地
区
の
市
民
委
員
会
相
互
の
意
見
交
流

ど
の
回
収
を

、
組
合
員
全
員
が
参
加
し

、
夏
・

メ
ー
ト
ル
区
間
の
堤
防
除
草
や
不
法
投
棄
物
な

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は

、
巴
川
約
四
キ
ロ

お
り
ま
す

。

土
浦
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
み
な
さ
ん
は

、

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

。

に
茨
城
県
河
川
協
会
長
よ
り
河
川
功
労
者
感
謝

を
流
れ
る
巴
川
を
用
水
と
し
て

、
耕
作
を
行

っ

巴
川
第
一
水
利
組
合
の
み
な
さ
ん
は

、
地
元

川
の
景
観
の
保
全
や

、
用
水
の
管
理
を
す
る
た

て
お
り
ま
す

。
水
利
組
合
の
活
動
と
し
て

、
巴

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え

、
平
成
十
八
年

秋
の
年
二
回
実
施
し
て
お
り
ま
す

。

活動状況

堤防の除草やゴミ拾いなどを行っています。

活動状況

ゴミ拾いなどの清掃活動を行っています。
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